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(57)【要約】
【課題】予め定められた複数の画像を選択的に表示する
ことができる表示装置及び表示システムを提供すること
である。
【解決手段】実施形態に係る表示装置は、予め定められ
た複数の画像を形成する複数のセグメントであって、前
記複数のセグメントのそれぞれは、放射する光の色が互
いに異なる複数の有機発光層を有する、複数のセグメン
トと、前記複数のセグメント毎に前記放射する光の色を
選択して、前記複数の画像を選択的に表示させる制御部
と、を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め定められた複数の画像を形成する複数のセグメントであって、前記複数のセグメン
トのそれぞれは、放射する光の色が互いに異なる複数の有機発光層を有する、複数のセグ
メントと、
　前記複数のセグメント毎に前記放射する光の色を選択して、前記複数の画像を選択的に
表示させる制御部と、
　を備えた表示装置。
【請求項２】
　前記複数のセグメントのそれぞれは、第１の色の光を放射する第１の有機発光層と、前
記第１の色とは異なる第２の色の光を放射する第２の有機発光層と、を有し、
　前記第１の有機発光層は、前記第２の有機発光層よりも表示面側に設けられた請求項１
記載の表示装置。
【請求項３】
　前記複数のセグメントのそれぞれは、第１の色の光を放射する第１の有機発光層と、前
記第１の色とは異なる第２の色の光を放射する第２の有機発光層と、を有し、
　前記第１の有機発光層と、前記第２の有機発光層と、は、表示面に対して平行な方向に
並べて設けられた請求項１記載の表示装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１の有機発光層および前記第２の有機発光層の少なくともいずれ
かから光を放射させて、前記複数のセグメント毎に前記放射する光の色を制御する請求項
２または３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記制御部は、それぞれの前記セグメントを、前記第１の有機発光層または前記第２の
有機発光層のいずれか一方から光を放出させる第１状態と、前記第１の有機発光層及び前
記第２の有機発光層の両方から光を放出させる第２状態とを切替可能な請求項２～４のい
ずれか１つに記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１の有機発光層の表示面側に設けられた透明電極と、
　前記透明電極に電気的に接続され、光に対する透過性を有する配線部と、
　をさらに備えた請求項２～５のいずれか１つに記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第２の有機発光層の表示面側とは反対側に設けられた電極と、
　前記電極に電気的に接続された配線部と、
　をさらに備えた請求項２～６のいずれか１つに記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第２の有機発光層の表示面側に設けられた透明電極と、
　前記第２の有機発光層の表示面側とは反対側に、前記透明電極と対峙して設けられた基
板と、
　前記第２の有機発光層と、前記基板と、の間に設けられた電極と、
　前記基板と、前記電極との間に設けられ、前記電極に電気的に接続された配線部と、
　をさらに備えた請求項２、４～６のいずれか１つに記載の表示装置。
【請求項９】
　予め定められた複数の画像を形成する複数のセグメントであって、前記複数のセグメン
トのそれぞれは、放射する光の色が互いに異なる複数の有機発光層を有する、複数のセグ
メントを備えた複数の表示部と、
　前記複数のセグメント毎に前記放射する光の色を選択して、前記複数の表示部に前記複
数の画像を選択的に表示させる制御部と、
　を備えた表示システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　後述する実施形態は、概ね、表示装置及び表示システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光ダイオード（OLED；Organic light-emitting diode）を備えた表示装置がある
。この様な表示装置では、予め定められた１つの画像しか表示することができなかった。
　そのため、予め定められた複数の画像を選択的に表示することができる表示装置の開発
が望まれていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－００９２５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、予め定められた複数の画像を選択的に表示すること
ができる表示装置及び表示システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態に係る表示装置は、予め定められた複数の画像を形成する複数のセグメントで
あって、前記複数のセグメントのそれぞれは、放射する光の色が互いに異なる複数の有機
発光層を有する、複数のセグメントと、前記複数のセグメント毎に前記放射する光の色を
選択して、前記複数の画像を選択的に表示させる制御部と、を備えている。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】第１の実施形態に係る表示装置１を例示する模式図。
【図２】領域部１２ａの構成を例示する模式図。
【図３】領域部１２ａ１の構成を例示する模式図。
【図４】第２の実施形態に係る表示装置１ａを例示する模式断面図。
【図５】第３の実施形態に係る表示装置１ｂを例示する模式断面図。
【図６】透明電極、コンタクトプラグ、および透明配線を例示する模式平面図。
【図７】第４の実施形態に係る表示装置１ｃを例示する模式断面図。
【図８】第５の実施形態に係る表示装置１ｄを例示する模式断面図。
【図９】他の実施形態に係る画像を例示する模式図。
【図１０】表示システム１００を例示する模式図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、図面を参照しつつ、実施の形態について例示をする。　
　なお、図面は模式的または概念的なものであり、各部分の厚みと幅との関係、部分間の
大きさの比率などは、必ずしも現実のものと同一とは限らない。また、同じ部分を表す場
合であっても、図面により互いの寸法や比率が異なって表される場合もある。　
　なお、本願明細書と各図において、既出の図に関して述べたものと同様の要素には同一
の符号を付して詳細な説明は適宜省略する。　
　また、本発明の実施形態に係る表示装置は、例えば、避難誘導灯や道路標識など予め定
められた画像を表示するものに用いることができる。　
　以下においては、一例として、避難誘導灯に用いる表示装置を例に挙げて説明する。
（第１の実施形態）
　図１は、第１の実施形態に係る表示装置１を例示するための模式図である。　
　なお、図１（ａ）は表示装置１の構成を例示するための模式図である。図１（ｂ）、（
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ｃ）は表示装置１により表示される画像を例示するための模式図である。　
　図１（ａ）に示すように、表示装置１には、表示部２と制御部３が設けられている。　
　表示部２には、予め定められた複数の画像を形成する複数のセグメントとして、セグメ
ント１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４が設けられている。
【０００８】
　セグメント１１、セグメント１２、セグメント１３、およびセグメント１４は、平面内
で分離した複数の領域部からなっており、同じセグメントに属する領域部は同期して放射
する光の色が変化する。例えば、セグメント１１は領域部１１ａ～１１ｃから成っており
、セグメント１２は領域部１２ａ～１２ｉから成っており、セグメント１３は領域部１３
ａ～１３ｉから成っており、セグメント１４は領域部１４ａ～１４ｃから成っている。
【０００９】
　制御部３は、セグメント１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４毎に
放射する光の色を選択して、複数の画像を表示部２に選択的に表示させる。　
　例えば、セグメント１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４は、白色
の光Ｌ１を放射するライン状の発光部１１０と、緑色の光Ｌ２を放射するライン状の発光
部１２０とが表示面に対して平行な方向に交互に並べて複数設けられたものとすることが
できる。　
　なお、表示部２に表示する複数の画像に共通のセグメントにおいては、発光部１１０ま
たは発光部１２０のみが設けられるようにすることもできる。例えば、セグメント１１に
は発光部１２０のみが設けられ、セグメント１４には発光部１１０のみが設けられるよう
にすることもできる。
【００１０】
　この場合、ライン状の発光部１１０は、白色の光Ｌ１を放射する有機発光層２４ｂ（第
１の有機発光層の一例に相当する）を有したものとすることができる。　
　ライン状の発光部１２０は、緑色の光Ｌ２を放射する有機発光層２４ａ（第２の有機発
光層の一例に相当する）を有したものとすることができる。
【００１１】
　そして、各セグメントにおける有機発光層２４ｂおよび有機発光層２４ａの少なくとも
いずれかから光を放射させるようにすれば、各セグメント毎に複数の色の光を選択的に放
射させることができる。そのため、予め定められた複数の画像を表示部２に選択的に表示
することができる。　
　例えば、以下の表１のように、各セグメントにおける有機発光層２４ａまたは有機発光
層２４ｂから光を放射させることで、図１（ｂ）に示す画像と、図１（ｃ）に示す画像と
を表示部２に選択的に表示することができる。
【表１】

　以上に例示をしたものは、各セグメント毎に２種類の光の色を切り替えることで、２種
類の画像を選択的に表示する場合であるが、これに限定されるわけではない。例えば、２
種類の光の色を切り替えることで、ｎ種類の画像を選択的に表示する場合は、２ｎ個のセ
グメントを用意すればよい。図１に例示したものはｎ＝２の場合であり、セグメントの数
は４個である。なお、ｎは正の整数である。
【００１２】



(5) JP 2014-102958 A 2014.6.5

10

20

30

40

50

　次に、セグメントを構成する領域部についてさらに例示をする。　
　なお、以下においては、セグメント１２を構成する領域部１２ａの構成を例示するが、
他の領域部の構成も同様とすることができる。　
　図２は、領域部１２ａの構成を例示するための模式図である。　
　図２（ａ）は、領域部１２ａの構成を例示するための模式平面図である。図２（ｂ）は
、図２（ａ）におけるＡ－Ａ’線断面図である。　
　また、図２（ａ）においては電極２５を省略している。
【００１３】
　図２（ａ）、（ｂ）に示すように、領域部１２ａには、基板２１、発光部１１０、発光
部１２０、絶縁部２３が設けられている。　
　基板２１は、板状を呈し、一方の面に発光部１１０、発光部１２０、絶縁部２３が設け
られている。基板２１の発光部１１０などが設けられる側とは反対側の面は、白色の光Ｌ
１、緑色の光Ｌ２が放射される側の面（表示部２の表示側の面）となる。
【００１４】
　基板２１は、発光部１１０および発光部１２０から放射される光Ｌ１、Ｌ２に対して透
過性を有する。基板２１の材料には、例えば、石英ガラス、アルカリガラス及び無アルカ
リガラスなどの透明ガラスを用いることができる。基板２１の材料には、例えば、ポリエ
チレンテレフタレート、ポリカーボネイト、ポリメチルメタクリエート、ポリプロピレン
、ポリエチレン、非晶質ポリオレフィン及びフッ素系樹脂などの透明樹脂を用いることも
できる。
【００１５】
　発光部１１０は、透明電極２２ｂ、有機発光層２４ｂ、電極２５を有する。　
　発光部１２０は、透明電極２２ａ、有機発光層２４ａ、電極２５を有する。　
　透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂは、基板２１の一方の面に設けられている。透明
電極２２ａおよび透明電極２２ｂは、ライン状を呈し、交互に複数設けられている。複数
の透明電極２２ａの一方の端部は互いに電気的に接続されている。複数の透明電極２２ｂ
の一方の端部は互いに電気的に接続されている。透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂは
、例えば、陽極として機能する。
【００１６】
　透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂは、発光部１１０から放射される白色の光Ｌ１、
および発光部１２０から放射される緑色の光Ｌ２に対して透過性を有する。透明電極２２
ａおよび透明電極２２ｂの材料には、例えば、Ｉｎ、Ｓｎ、Ｚｎ及びＴｉからなる群より
選ばれた少なくとも１種の元素を含む酸化物を用いることができる。透明電極２２ａおよ
び透明電極２２ｂの材料には、例えば、酸化インジウム、酸化亜鉛、酸化錫、インジウム
錫酸化物（ＩＴＯ：Indium Tin Oxide）、フッ素ドープ酸化錫（ＦＴＯ）、インジウム亜
鉛酸化物を含む導電性ガラス（例えばＮＥＳＡなど）などを用いることができる。
【００１７】
　有機発光層２４ａは、透明電極２２ａと電極２５との間に設けられている。　
　有機発光層２４ａの厚み寸法は、例えば、５ナノメートル（ｎｍ）以上とすることがで
きる。　
　有機発光層２４ａは、緑色の光Ｌ２を放射する。有機発光層２４ａには、ホスト材料と
、緑色の光Ｌ２を発光させるドーパント（緑色発光ドーパント）と、の混合材料を用いる
ことができる。有機発光層２４ａに用いるホスト材料としては、例えば、ＣＢＰ（4,4'－
N,N'-ビスジカルバゾリルール－ビフェニル）などを例示することができる。有機発光層
２４ａに用いる緑色発光ドーパントとしては、例えば、Ｉｒ（ｐｐｙ）３（トリス (２－
フェニルピリジン)イリジウム）などを例示することができる。
【００１８】
　有機発光層２４ｂは、透明電極２２ｂと電極２５との間に設けられている。
【００１９】
　有機発光層２４ｂの厚み寸法は、例えば、５ナノメートル（ｎｍ）以上とすることがで
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きる。　
　有機発光層２４ｂは、白色の光Ｌ１を放射する。なお、「白色の光」は、実質的に白色
の光であればよく、例えば、赤色系、黄色系、緑色系、青色系及び紫色系などの白色の光
であってもよい。　
　有機発光層２４ｂには、ホスト材料と、緑色、青色、および赤色の光をそれぞれ発光さ
せるドーパント（緑色発光ドーパント、青色発光ドーパント、赤色発光ドーパント）と、
の混合材料を用いることができる。有機発光層２４ｂに用いるホスト材料としては、例え
ば、ＣＢＰなどを例示することができる。有機発光層２４ｂに用いる緑色発光ドーパント
としては、例えば、Ｉｒ（ｐｐｙ）３などを例示することができる。有機発光層２４ｂに
用いる青色発光ドーパントとしては、例えば、Ｆｌｒｐｉｃ（イリジウム(III)ビス(4,6-
ジ-フルオロフェニル)-ピ. リジネート-N,C2'-ピコリネート）などを例示することができ
る。有機発光層２４ｂに用いる赤色発光ドーパントとしては、例えば、Ｆｌｒ６（ビス（
２，４－ジフルオロフェニルピリジナト）－テトラキス（１－ピラゾリル）ボラート－イ
リジウム（ＩＩＩ））などを例示することができる。
【００２０】
　電極２５は、有機発光層２４ａ、有機発光層２４ｂ、絶縁部２３を覆うようにして設け
られている。　
　電極２５は、透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂと対峙して設けられている。　
　電極２５は、有機発光層２４ａおよび有機発光層２４ｂから放射される光に対して反射
性を有する。電極２５の光反射率は、透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂの光反射率よ
りも高い。本願明細書においては、透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂの光反射率より
も高い光反射率を有している状態を反射性を有するという。
【００２１】
　電極２５は、例えば、陰極として機能する。電極２５の厚み寸法は、例えば、５ナノメ
ートル（ｎｍ）以上とすることができる。５ナノメートル（ｎｍ）以上であれば、有機発
光層２４ａおよび有機発光層２４ｂから放射される光の一部を反射し、かつ、電流を有機
発光層２４ａおよび有機発光層２４ｂに有効に供給することができる。　
　電極２５は、例えば、アルミニウム及び銀の少なくともいずれかを含む。例えば、電極
２５には、アルミニウムが用いられる。また、電極２５として、銀とマグネシウムとの合
金を用いても良い。
【００２２】
　また、発光部１１０および発光部１２０は、必要に応じて、図示しない第１機能層と、
第２機能層とをさらに有することができる。　
　図示しない第１機能層は、有機発光層２４ａと透明電極２２ａとの間、および、有機発
光層２４ｂと透明電極２２ｂとの間に設けられる。
【００２３】
　第１機能層の厚み寸法は、例えば、１ナノメートル（ｎｍ）以上、５００ナノメートル
（ｎｍ）以下とすることができる。　
　第１機能層は、例えば、正孔注入層として機能する。第１機能層が正孔注入層として機
能する場合には、例えば、ＰＥＤＰＯＴ：ＰＰＳポリ(3,4- エチレンジオキシチオフェン
)-ポリ(スチレンスルホン酸)、ＣｕＰｃ(銅フタロシアニン)及びＭｏＯ３（三酸化モリブ
デン）などを含む。
【００２４】
　第１機能層は、例えば、正孔輸送層として機能する。第１機能層が正孔輸送層として機
能する場合には、例えば、α－ＮＰＤ（4，4'－ビス［N－（1－ナフチル）－N－フェニル
アミノ］ビフェニル）、ＴＡＰＣ（1,1-ビス[4-[N,N-ジ(p-トリル)アミノ]フェニル]シク
ロヘキサン）、ｍ－ＭＴＤＡＴＡ（4,4',4''-トリス[フェニル(m-トリル)アミノ]トリフ
ェニルアミン）、ＴＰＤ（ビス(3-メチルフェニル)-N,N'-ジフェニルベンジジン）及びＴ
ＣＴＡ（4，4'，4”－トリ（N－ カルバゾリル）トリフェニルアミン）などを含む。　
　なお、第１機能層は、正孔注入層として機能する層と、正孔輸送層として機能する層と
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、が積層されたものであってもよい。この場合、正孔注入層として機能する層は、正孔の
注入特性を向上させるためのものである。また、正孔注入層として機能する層は、正孔輸
送層として機能する層と透明電極２２ａ、または正孔輸送層として機能する層と透明電極
２２ｂとの間に設けられる。
【００２５】
　図示しない第２機能層は、有機発光層２４ａと電極２５との間、および、有機発光層２
４ｂと電極２５との間に設けられる。第２機能層の厚み寸法は、例えば、１ナノメートル
（ｎｍ）以上、５００ナノメートル（ｎｍ）以下とすることができる。
【００２６】
　第２機能層は、例えば、電子輸送層として機能する。第２機能層は、例えば、Ａｌｑ３
（トリス（8キノリ. ノラト）アルミニウム（III）、ＢＡｌｑ(ビス(2-メチル-8-キノリ
ラト-N1,O8)-(1,1’-ビフェニル-4-オラト)アルニウム)、Ｂｐｈｅｎ（バソフェナントロ
リン）及び３ＴＰＹＭＢ（トリス[３－(３－ピリジル)－メシチル]ボラン）などを含む。
　
　第２機能層は、例えば、電子注入層として機能する。その場合、第２機能層は、例えば
、フッ化リチウム、フッ化セシウム、リチウムキノリン錯体などを含む。
【００２７】
　なお、第２機能層は、電子輸送層として機能する層と、電子注入層として機能する層と
、が積層されたものであってもよい。この場合、電子注入層として機能する層は、電子の
注入特性を向上させるためのものである。また、電子注入層として機能する層は、電子輸
送層として機能する層と電極２５との間に設けられる。
【００２８】
　絶縁部２３は、基板２１、透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂを覆うようにして設け
られている。透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂの上方には、絶縁部２３を貫通する孔
２３ａが設けられている。孔２３ａからは透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂが露出し
ている。孔２３ａから露出する透明電極２２ａの上には有機発光層２４ａが設けられてい
る。孔２３ａから露出する透明電極２２ｂの上には有機発光層２４ｂが設けられている。
【００２９】
　絶縁部２３は、絶縁性を有する材料から形成されている。絶縁部２３の材料は、絶縁性
を有する材料であれば特に限定はない。絶縁部２３の材料は、例えば、酸化シリコンなど
の無機材料や、樹脂などの有機材料などとすることができる。
【００３０】
　次に、表示装置１の作用について例示をする。　
　予め定められた複数の画像を表示部２に選択的に表示させるために、制御部３は、セグ
メント１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４毎に放射する光の色を選
択して、選択された光を放射させる。　
　以下においては、領域部１２ａにおいて２つの色の光を選択的に放射させる場合を例示
する。なお、他の領域部において２つの色の光を選択的に放射させる場合も同様とするこ
とができる。
【００３１】
　図２（ａ）、（ｂ）において例示をしたように、領域部１２ａにおける発光部１１０の
透明電極２２ｂと、発光部１２０の透明電極２２ａとは、電気的に独立している。そのた
め、発光部１１０から白色の光Ｌ１を放射させる場合には、透明電極２２ｂと電極２５と
の間に電圧を印加する。発光部１１０からの白色の光Ｌ１の放射を停止させる場合には、
透明電極２２ｂと電極２５との間の電圧の印加を停止する。発光部１２０から緑色の光Ｌ
２を放射させる場合には、透明電極２２ａと電極２５との間に電圧を印加する。発光部１
２０からの緑色の光Ｌ２の放射を停止させる場合には、透明電極２２ａと電極２５との間
の電圧の印加を停止する。
【００３２】
　領域部１２ａにおいて緑色の光Ｌ２および白色の光Ｌ１を選択的に放射させる場合、発
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光部１１０同士の間の距離、および発光部１２０同士の間の距離が短いため、遠方より見
た場合には領域部１２ａが均一に緑色もしくは白色に発光しているように見えることにな
る。　
　そのため、セグメント１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４毎に緑
色の光Ｌ２および白色の光Ｌ１を選択的に放射させることで、予め定められた複数の画像
を表示部２に選択的に表示させることができる。すなわち、制御部３は、それぞれのセグ
メントを、有機発光層２４aから光を放出させる第１状態と、有機発光層２４ｂから光を
放出させる第２状態とを切替可能である。
【００３３】
　次に、他の実施形態に係る領域部の構成について例示をする。　
　なお、以下においては、前述した領域部１２ａと同じ位置に設けられる領域部１２ａ１
の構成を例示するが、他の領域部の構成も同様とすることができる。　
　図３は、領域部１２ａ１の構成を例示するための模式図である。　
　図３（ａ）は、領域部１２ａ１の構成を例示するための模式平面図である。図３（ｂ）
は、図３（ａ）におけるＡ－Ａ’線断面図である。　
　また、図３（ａ）においては電極２５を省略している。
【００３４】
　図３（ａ）、（ｂ）に示すように、領域部１２ａ１には、基板２１、発光部１３０、発
光部１２０、絶縁部２３が設けられている。　
　発光部１３０は、透明電極２２ｂ、有機発光層２４ｃ（第１の有機発光層の一例に相当
する）、電極２５を有する。　
　有機発光層２４ｃは、透明電極２２ｂと電極２５との間に設けられている。　
　有機発光層２４ｃの厚み寸法は、例えば、５ナノメートル（ｎｍ）以上とすることがで
きる。
【００３５】
　有機発光層２４ｃは、赤色の光Ｌ３を放射する。　
　有機発光層２４ｃには、ホスト材料と、赤色の光Ｌ３を発光させるドーパント（赤色発
光ドーパント）と、の混合材料を用いることができる。有機発光層２４ｃに用いるホスト
材料としては、例えば、ＣＢＰなどを例示することができる。有機発光層２４ｃに用いる
赤色発光ドーパントとしては、例えば、Ｆｌｒ６（ビス（２，４－ジフルオロフェニルピ
リジナト）－テトラキス（１－ピラゾリル）ボラート－イリジウム（ＩＩＩ））などを例
示することができる。　
　また、発光部１３０は、必要に応じて、前述した図示しない第１機能層と、第２機能層
とをさらに有することができる。
【００３６】
　次に、この様な構成を有するセグメントが設けられた表示装置の作用について例示をす
る。　
　予め定められた複数の画像を表示部２に選択的に表示させるために、制御部３は、各セ
グメント毎に放射する光の色を選択して、選択された光を放射させる。　
　前述したものの場合には、発光部１１０からの白色の光Ｌ１と、発光部１２０からの緑
色の光Ｌ２とを切り替えることで、各セグメント毎に複数の色の光を選択的に放射させて
いる。これに対し、本実施の形態においては、発光部１３０からの赤色の光Ｌ３と、発光
部１２０からの緑色の光Ｌ２とを混色させることで、セグメントから白色の光が放射され
るようになっている。
【００３７】
　以下においては、領域部１２ａ１において２つの色の光を選択的に放射させる場合を例
示する。なお、他の領域部において２つの色の光を選択的に放射させる場合も同様とする
ことができる。
【００３８】
　図３（ａ）、（ｂ）において例示をしたように、領域部１２ａ１における発光部１３０
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の透明電極２２ｂと、発光部１２０の透明電極２２ａとは、電気的に独立している。その
ため、発光部１３０から赤色の光Ｌ３を放射させる場合には、透明電極２２ｂと電極２５
との間に電圧を印加する。発光部１３０からの赤色の光Ｌ３の放射を停止させる場合には
、透明電極２２ｂと電極２５との間の電圧の印加を停止する。発光部１２０から緑色の光
Ｌ２を放射させる場合には、透明電極２２ａと電極２５との間に電圧を印加する。発光部
１２０からの緑色の光Ｌ２の放射を停止させる場合には、透明電極２２ａと電極２５との
間の電圧の印加を停止する。
【００３９】
　そして、領域部１２ａ１から白色の光を放射させる場合には、透明電極２２ｂと電極２
５との間、および透明電極２２ａと電極２５との間に電圧を印加する。すると、発光部１
３０からの赤色の光Ｌ３と、発光部１２０からの緑色の光Ｌ２とが混色されて、領域部１
２ａ１から白色の光が放射される。すなわち、制御部３は、それぞれのセグメントを、有
機発光層２４aから光を放出させる第１状態と、有機発光層２４a及び有機発光層２４ｃの
両方から光を放出させる第３状態とを切替可能である。なお、第１状態は、有機発光層２
４aまたは有機発光層２４ｃのいずれか一方から光を放出させる状態であっても良い。
【００４０】
　なお、領域部１２ａ１から緑色の光Ｌ２を放射させる場合、発光部１２０同士の間の距
離が短いため、遠方より見た場合には領域部１２ａ１が均一に緑色に発光しているように
見えることになる。また、領域部１２ａ１から白色の光を放射させる場合、発光部１３０
と発光部１２０との間の距離が短いため、遠方より見た場合には領域部１２ａ１が均一に
白色に発光しているように見えることになる。　
　そのため、各セグメント毎に緑色の光Ｌ２および白色の光を選択的に放射させることで
、予め定められた複数の画像を表示部２に選択的に表示することができる。
【００４１】
　本実施の形態においては、各セグメントにおいて、緑色の光Ｌ２を常時放射させておき
、赤色の光Ｌ３の放射と放射の停止とを切り替えることで、各セグメント毎に緑色の光Ｌ
２および白色の光を選択的に放射させるようにしている。そのため、前述したものに比べ
て、白色の光を放射させる際の発光面積を大きくすることができる。発光面積を大きくす
ることができれば、有機発光層２４ａ、および有機発光層２４ｃに対する負荷が小さくな
るので、寿命を延ばすことができる。
（第２の実施形態）
　図４は、第２の実施形態に係る表示装置１ａを例示するための模式断面図である。　
　なお、図４においては、図を見やすくするために、表示装置１ａに設けられた２つの領
域部１５、１６を描いている。なお、領域部１５、１６は、例えば、前述したセグメント
１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４のいずれかを構成する領域部と
することができる。
【００４２】
　図４に示すように、表示装置１ａには、第１パネル部２６ａと第２パネル部２６ｂとが
積層されるようにして設けられている。図４に例示をしたものは、第２パネル部２６ｂの
表示面側すなわち光の放射側に第１パネル部２６ａを設けているが、第１パネル部２６ａ
の表示面側すなわち光の放射側に第２パネル部２６ｂを設けてもよい。ただし、表示面側
すなわち光の放射側に設けられるパネル部には後述する透明電極４１が設けられることに
なる。また、第１パネル部２６ａと第２パネル部２６ｂとは、離隔していてもよいし、密
着していてもよい。　
　なお、絶縁部２３により画された領域を含む部分が領域部１５、および領域部１６とな
る。
【００４３】
　第１パネル部２６ａの領域部１５に対応する部分は、基板２１、透明電極２２ａ、有機
発光層２４ｃ（第１の有機発光層の一例に相当する）、透明電極４１、絶縁部２３を有す
る。　
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　第１パネル部２６ａの領域部１６に対応する部分は、基板２１、透明電極２２ｂ、有機
発光層２４ｃ、透明電極４１、絶縁部２３を有する。なお、領域部１５に対応する部分、
および領域部１６に対応する部分は、必要に応じて、前述した図示しない第１機能層と、
第２機能層とをさらに有することができる。
【００４４】
　すなわち、基板２１、有機発光層２４ｃ、および透明電極４１は、領域部１５に対応す
る部分、および領域部１６に対応する部分に共通に設けられている。絶縁部２３は、予め
定められた画像の外形線の位置に設けられている。透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂ
は、絶縁部２３により画された領域に設けられ、電気的に独立している。
【００４５】
　透明電極２２ａ、透明電極２２ｂ、および有機発光層２４ｃは、図３において例示をし
たものと同様とすることができる。ただし、図３において例示をしたものはライン状の形
態を有しているが、本実施の形態に係る透明電極２２ａ、透明電極２２ｂ、および有機発
光層２４ｃは面状の形態を有している。
【００４６】
　透明電極４１は、有機発光層２４ｃを覆うようにして設けられている。透明電極４１は
、例えば、陰極として機能する。　
　透明電極４１は、第２パネル部２６ｂから放射される緑色の光Ｌ２に対して透過性を有
する。透明電極４１の厚み寸法や材料は、例えば、前述した透明電極２２ａおよび透明電
極２２ｂと同様とすることができる。なお、透明電極４１の材料は、例えば、マグネシウ
ム銀合金などとすることもできる。
【００４７】
　第２パネル部２６ｂには、基板２１、発光部１５０、絶縁部２３が設けられている。　
発光部１５０は、透明電極４２、有機発光層２４ａ（第２の有機発光層の一例に相当する
）、電極２５を有する。発光部１５０は、必要に応じて、前述した図示しない第１機能層
と、第２機能層とをさらに有することができる。
【００４８】
　透明電極４２は、有機発光層２４ａから放射される緑色の光Ｌ２に対して透過性を有す
る。透明電極４２は、面状の形態を有している。透明電極４２は、例えば、陽極として機
能する。　
　透明電極４２の厚み寸法や材料は、例えば、前述した透明電極２２ａおよび透明電極２
２ｂと同様とすることができる。
【００４９】
　有機発光層２４ａは、図３において例示をしたものと同様とすることができる。ただし
、図３において例示をしたものはライン状の形態を有しているが、本実施の形態に係る有
機発光層２４ａは面状の形態を有している。
【００５０】
　面状の形態を有する透明電極４２および有機発光層２４ａは、第１パネル部２６ａの領
域部１５に対応する部分および領域部１６に対応する部分の上方を覆うように設けられて
いる。そのため、第２パネル部２６ｂから放射された緑色の光Ｌ２は、第１パネル部２６
ａの領域部１５に対応する部分および領域部１６に対応する部分に入射する。
【００５１】
　次に、表示装置１ａの作用について例示をする。　
　予め定められた複数の画像を表示部２に選択的に表示させるために、制御部３は、各セ
グメント毎に放射する光の色を選択して、選択された光を放射させる。
【００５２】
　本実施の形態においても、赤色の光Ｌ３と緑色の光Ｌ２とを混色させることで、白色の
光が放射されるようになっている。
【００５３】
　表示装置１ａが画像を表示している間は、透明電極４２と電極２５との間に常時電圧を
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印加する。すなわち、表示装置１ａが画像を表示している間は、第２パネル部２６ｂから
緑色の光Ｌ２が常時放射されている。
【００５４】
　領域部１５および領域部１６において、緑色の光Ｌ２を放射させる場合には、透明電極
２２ａと透明電極４１との間、および透明電極２２ｂと透明電極４１との間における電圧
の印加を停止する。すると、第２パネル部２６ｂから放射された緑色の光Ｌ２が第１パネ
ル部２６ａを透過するので、領域部１５および領域部１６において、緑色の光Ｌ２を放射
させることができる。
【００５５】
　領域部１５および領域部１６において、白色の光を放射させる場合には、透明電極２２
ａと透明電極４１との間、および透明電極２２ｂと透明電極４１との間に電圧を印加する
。すると、第１パネル部２６ａから赤色の光Ｌ３が放射されるので、第２パネル部２６ｂ
から放射された緑色の光Ｌ２と赤色の光Ｌ３とが混色することで白色の光となる。そのた
め、領域部１５および領域部１６において、白色の光を放射させることができる。
【００５６】
　この場合、透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂは、絶縁部２３により画された領域に
設けられ、電気的に独立している。そのため、領域部１５および領域部１６からの緑色の
光Ｌ２の放射と、白色の光の放射とは、独立に制御することができる。
【００５７】
　本実施の形態においては、セグメントを構成する要素の形態を面状とすることができる
。例えば、透明電極２２ａ、透明電極２２ｂ、有機発光層２４ａ、有機発光層２４ｃ、透
明電極４１、および透明電極４２などの形態を面状とすることができる。そのため、セグ
メントを構成する要素の形態をライン状とする場合に比べて製造が容易となる。
（第３の実施形態）
　図５は、第３の実施形態に係る表示装置１ｂを例示するための模式断面図である。　
　なお、図５においては、図を見やすくするために、表示装置１ｂに設けられた２つの領
域部１５ａ、１６ａを描いている。なお、領域部１５ａ、１６ａは、例えば、前述したセ
グメント１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４のいずれかを構成する
領域部とすることができる。
【００５８】
　図５に示すように、表示装置１ｂには、第３パネル部２６ｃと第２パネル部２６ｂとが
積層されるようにして設けられている。図５に例示をしたものは、第２パネル部２６ｂの
表示面側すなわち光の放射側に第３パネル部２６ｃを設けているが、第３パネル部２６ｃ
の表示面側すなわち光の放射側に第２パネル部２６ｂを設けてもよい。ただし、表示面側
すなわち光の放射側に設けられるパネル部には透明電極４１が設けられることになる。ま
た、第３パネル部２６ｃと第２パネル部２６ｂとは、離隔していてもよいし、密着してい
てもよい。
【００５９】
　なお、絶縁部２３により画された領域を含む部分が領域部１５ａ、および領域部１６ａ
となる。
【００６０】
　第３パネル部２６ｃの領域部１５ａに対応する部分は、基板２１、透明電極２２ａ、有
機発光層２４ｃ（第１の有機発光層の一例に相当する）、透明電極４１、絶縁部２３、透
明配線２７、コンタクトプラグ２９、絶縁部３１を有する。第３パネル部２６ｃの領域部
１６ａに対応する部分は、基板２１、透明電極２２ｂ、有機発光層２４ｃ、透明電極４１
、絶縁部２３、透明配線２８、コンタクトプラグ３０、絶縁部３１を有する。なお、領域
部１５ａに対応する部分、および領域部１６ａに対応する部分は、必要に応じて、前述し
た図示しない第１機能層と、第２機能層とをさらに有することができる。
【００６１】
　すなわち、領域部１５ａに対応する部分は、前述した領域部１５に対応する部分に透明
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配線２７、コンタクトプラグ２９、および絶縁部３１をさらに設けたものである。領域部
１６ａに対応する部分は、前述した領域部１６に対応する部分に透明配線２８、コンタク
トプラグ３０、および絶縁部３１をさらに設けたものである。なお、絶縁部３１は、領域
部１５ａに対応する部分、および領域部１６ａに対応する部分に共通に設けられている。
【００６２】
　透明電極２２ａ、透明配線２７、およびコンタクトプラグ２９と、透明電極２２ｂ、透
明配線２８、およびコンタクトプラグ３０と、は電気的に独立している。　
　透明配線２７は、コンタクトプラグ２９を介して透明電極２２ａと電気的に接続されて
いる。透明配線２８は、コンタクトプラグ３０を介して透明電極２２ｂと電気的に接続さ
れている。
【００６３】
　透明配線２７および透明配線２８の一方の端部は、絶縁部３１の端部から外方に延び、
基板２１の周縁に設けられた図示しない電極パッドに電気的に接続されている。図示しな
い電極パッドには、制御部３が電気的に接続されている。
【００６４】
　透明配線２７、透明配線２８、コンタクトプラグ２９、およびコンタクトプラグ３０は
、第２パネル部２６ｂから放射された緑色の光Ｌ２と、有機発光層２４ｃから放射された
赤色の光Ｌ３に対して透過性を有する。透明配線２７、透明配線２８、コンタクトプラグ
２９、およびコンタクトプラグ３０の材料は、例えば、前述した透明電極２２ａおよび透
明電極２２ｂと同様とすることができる。透明配線２７および透明配線２８の厚み寸法は
、例えば、前述した透明電極２２ａおよび透明電極２２ｂと同様とすることができる。
【００６５】
　絶縁部３１は、透明配線２７および透明配線２８と、透明電極２２ａおよび透明電極２
２ｂとの間に設けられている。　
　絶縁部３１は、第２パネル部２６ｂから放射された緑色の光Ｌ２と、有機発光層２４ｃ
から放射された赤色の光Ｌ３に対して透過性を有する。絶縁部３１の材料は、絶縁性と光
に対する透過性とを有する材料であれば特に限定はない。絶縁部３１の材料としては、例
えば、酸化シリコンなどを例示することができる。
【００６６】
　透明配線２７、透明配線２８、コンタクトプラグ２９、コンタクトプラグ３０、および
絶縁部３１を光に対する透過性を有する材料から形成すれば、外部からこれらのものが視
認されるのを抑制することができる。
【００６７】
　図６は、透明電極、コンタクトプラグ、および透明配線を例示するための模式平面図で
ある。なお、図６（ａ）は、透明電極、およびコンタクトプラグを例示するための模式平
面図である。図６（ｂ）は、コンタクトプラグ、および透明配線を例示するための模式平
面図である。　
　表示装置１ｂの作用は、図４において例示をした表示装置１ａと同様とすることができ
る。
【００６８】
　図６（ａ）に示すように、各透明電極同士（例えば、透明電極２２ａと透明電極２２ｂ
）は微小な距離をおいて分離されている。すなわち、各透明電極は電気的に独立している
。　
　図６（ｂ）に示すように、各透明配線同士（例えば、透明配線２７と透明配線２８）は
微小な距離をおいて分離されている。すなわち、各透明配線は電気的に独立している。
【００６９】
　ここで、セグメントの数が多くなる（表示する画像の種類が多くなる）につれ、透明電
極と、基板２１の周縁に設けられた電極パッドとを電気的に接続するのが困難となる。　
　本実施の形態においては、コンタクトプラグおよび透明配線を介して、透明電極と、基
板２１の周縁に設けられた電極パッドとを電気的に接続するようにしている。そのため、
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セグメントの数が多くなっても、透明電極と、基板２１の周縁に設けられた電極パッドと
を電気的に接続するのが容易となる。　
　なお、複数の透明配線を同一の層に設けることもできるし、複数の透明配線を積層され
た層に分けて設けることもできる。　
　表示装置１ｂの作用は、図４において例示をした表示装置１ａの作用と同様とすること
ができる。
（第４の実施形態）
　図７は、第４の実施形態に係る表示装置１ｃを例示するための模式断面図である。　
　なお、図７においては、図を見やすくするために、表示装置１ｃに設けられた２つの領
域部１５ｂ、１６ｂを描いている。なお、領域部１５ｂ、１６ｂは、例えば、前述したセ
グメント１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４のいずれかを構成する
領域部とすることができる。
【００７０】
　図７に示すように、表示装置１ｃには、第４パネル部２６ｄと第５パネル部２６ｅとが
積層されるようにして設けられている。第４パネル部２６ｄは、第５パネル部２６ｅの表
示面側すなわち光の放射側に設けられている。また、第４パネル部２６ｄと第５パネル部
２６ｅとは、離隔していてもよいし、密着していてもよい。　
　なお、後述する電極３２を含む部分が領域部１５ｂとなり、後述する電極３４を含む部
分が領域部１６ｂとなる。
【００７１】
　第４パネル部２６ｄには、基板２１、発光部１６０、絶縁部２３が設けられている。　
　発光部１６０は、透明電極４２、有機発光層２４ａ（第１の有機発光層の一例に相当す
る）、透明電極４１を有する。発光部１６０は、必要に応じて、前述した図示しない第１
機能層と、第２機能層とをさらに有することができる。　
　すなわち、第４パネル部２６ｄは、前述した第２パネル部２６ｂにおける電極２５を透
明電極４１に置き換えたものである。
【００７２】
　第５パネル部２６ｅの領域部１５ｂに対応する部分は、基板２１、透明電極４２、有機
発光層２４ｃ（第２の有機発光層の一例に相当する）、電極３２、コンタクトプラグ３３
、電極２５ａ、絶縁部２３、絶縁部３１を有する。　
　第５パネル部２６ｅの領域部１６ｂに対応する部分は、基板２１、透明電極４２、有機
発光層２４ｃ、電極３４、コンタクトプラグ３５、電極２５ｂ、絶縁部２３、絶縁部３１
を有する。　
　なお、領域部１５ｂに対応する部分、および領域部１６ｂに対応する部分は、必要に応
じて、前述した図示しない第１機能層と、第２機能層とをさらに有することができる。
【００７３】
　すなわち、基板２１、透明電極４２、有機発光層２４ｃ、および絶縁部３１は、領域部
１５ｂに対応する部分および領域部１６ｂに対応する部分に共通に設けられている。なお
、透明電極４２、有機発光層２４ｃ、および有機発光層２４ａは面状の形態を有している
。　
　絶縁部２３は、予め定められた画像の外形線の位置に設けられている。また、電極２５
ａの端部には電極パッド２５ａ１が設けられている。電極２５ｂの端部には電極パッド２
５ｂ１が設けられている。
【００７４】
　電極３２と電極２５ａとは、コンタクトプラグ３３を介して電気的に接続されている。
電極３２、コンタクトプラグ３３、および電極２５ａは、領域部１５ｂの陰極として機能
する。　
　電極３４と電極２５ｂとは、コンタクトプラグ３５を介して電気的に接続されている。
電極３４、コンタクトプラグ３５、および電極２５ｂは、領域部１６ｂの陰極として機能
する。
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【００７５】
　電極３２、コンタクトプラグ３３、電極２５ａ、電極３４、コンタクトプラグ３５、お
よび電極２５ｂの材料は、導電性を有していれば特に限定はない。電極３２、コンタクト
プラグ３３、電極２５ａ、電極３４、コンタクトプラグ３５、および電極２５ｂの材料は
、例えば、前述した電極２５の材料と同様とすることができる。
【００７６】
　絶縁部３１は、有機発光層２４ｃと電極２５ａとの間、有機発光層２４ｃと電極２５ｂ
との間、電極３２と電極２５ａとの間、および、電極３４と電極２５ｂとの間に設けられ
ている。　
　ここで、絶縁部３１は、有機発光層２４ｃの上にも設けられているので、フォトリソグ
ラフィ法やスパッタリング法を用いて、絶縁部３１を形成すると、有機発光層２４ｃにダ
メージが発生する恐れがある。そのため、絶縁部３１の形成には、真空蒸着法（vacuum e
vaporation method）や電子ビーム蒸着法（electron beam evaporation method）を用い
ることが好ましい。　
　絶縁部３１の材料は、例えば、酸化シリコンなどとすることができる。
【００７７】
　本実施の形態においては、電極３２、コンタクトプラグ３３、電極２５ａ、電極３４、
コンタクトプラグ３５、電極２５ｂ、および絶縁部３１が、表示装置１ｃの視認がされに
くい側（表示側の反対側）にあるため、透明性を有する材料からこれらを形成する必要が
ない。そのため、例えば、電極３２、コンタクトプラグ３３、電極２５ａ、電極３４、コ
ンタクトプラグ３５、および電極２５ｂを、インジウム錫酸化物などよりも電気抵抗の低
いアルミニウムなどの金属などから形成することが可能となる。電極３２、コンタクトプ
ラグ３３、電極２５ａ、電極３４、コンタクトプラグ３５、および電極２５ｂを、アルミ
ニウムなどの金属などから形成すれば、電位降下を抑制することができるので、各セグメ
ント間における輝度のバラツキなどを抑制することができる。
【００７８】
　次に、表示装置１ｃの作用について例示をする。　
　本実施の形態においても、赤色の光Ｌ３と緑色の光Ｌ２とを混色させることで、白色の
光が放射されるようになっている。
【００７９】
　表示装置１ｃの作用は、図４において例示をした表示装置１ａと同様とすることができ
る。　
　ただし、表示装置１ｃにおいては、表示装置１ｃが画像を表示している間は、透明電極
４２と透明電極４１との間に常時電圧を印加する。すなわち、表示装置１ｃが画像を表示
している間は、第４パネル部２６ｄから緑色の光Ｌ２が常時放射されている。
【００８０】
　表示装置１ｃの領域部１５ｂおよび領域部１６ｂの部分において、白色の光を放射させ
る場合には、透明電極４２と電極２５ａとの間、透明電極４２と電極２５ｂとの間に電圧
を印加する。すると、第５パネル部２６ｅから赤色の光Ｌ３が放射されるので、第４パネ
ル部２６ｄから放射された緑色の光Ｌ２と赤色の光Ｌ３とが混色することで白色の光とな
る。そのため、表示装置１ｃの領域部１５ｂおよび領域部１６ｂの部分において、白色の
光を放射させることができる。
【００８１】
　表示装置１ｃの領域部１５ｂおよび領域部１６ｂの部分において、緑色の光Ｌ２を放射
させる場合には、透明電極４２と電極２５ａとの間、透明電極４２と電極２５ｂとの間の
電圧の印加を停止する。すると、第４パネル部２６ｄから放射された緑色の光Ｌ２のみを
表示装置１ｃの領域部１５ｂおよび領域部１６ｂの部分から放射させることができる。
【００８２】
　この場合、電極２５ａおよび電極２５ｂは、電気的に独立している。そのため、表示装
置１ｃの領域部１５ｂおよび領域部１６ｂの部分における緑色の光Ｌ２の放射と、白色の
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光の放射とをそれぞれ独立に制御することができる。
【００８３】
（第５の実施形態）
　図８は、第５の実施形態に係る表示装置１ｄを例示するための模式断面図である。　
　なお、図８においては、図を見やすくするために、表示装置１ｄに設けられた２つの領
域部１５ｃ、１６ｃを描いている。なお、領域部１５ｃ、１６ｃは、例えば、前述したセ
グメント１１、セグメント１２、セグメント１３、セグメント１４のいずれかを構成する
領域部とすることができる。
【００８４】
　図８に示すように、表示装置１ｄには、第６パネル部２６ｅと第７パネル部２６ｆとが
積層されるようにして設けられている。第６パネル部２６ｅは、第７パネル部２６ｆの表
示面側すなわち光の放射側に設けられている。また、第６パネル部２６ｅと第７パネル部
２６ｆとは、離隔していてもよいし、密着していてもよい。　
　なお、後述する電極３２を含む部分が領域部１５ｃとなり、後述する電極３４を含む部
分が領域部１６ｃとなる。
【００８５】
　第６パネル部２６ｅは、前述した第４パネル部２６ｄと同じものである。　
　第７パネル部２６ｆの領域部１５ｃに対応する部分は、基板２１、電極３２、コンタク
トプラグ３３、絶縁部３１、透明電極２２ａ、有機発光層２４ｃ、透明電極４１を有する
。なお、領域部１５ｃに対応する部分、および領域部１６ｃに対応する部分は、必要に応
じて、前述した図示しない第１機能層と、第２機能層とをさらに有することができる。
【００８６】
　すなわち、基板２１、有機発光層２４ｃ、絶縁部３１及び透明電極４１は、領域部１５
ｃに対応する部分および領域部１６ｃに対応する部分に共通に設けられている。なお、基
板２１、有機発光層２４ｃ、絶縁部３２および透明電極４１は面状の形態を有している。
【００８７】
　絶縁部２３は、予め定められた画像の外形線の位置に設けられている。　
　電極３２と透明電極２２ａとは、コンタクトプラグ３３を介して電気的に接続されてい
る。電極３２、コンタクトプラグ３３、および電極２２ａは、領域部１５ｃの陽極として
機能する。　
　電極３４と透明電極２２ｂとは、コンタクトプラグ３５を介して電気的に接続されてい
る。電極３４、コンタクトプラグ３５、および電極２２ｂは、領域部１６ｃの陽極として
機能する。
【００８８】
　電極３２、コンタクトプラグ３３、電極３４、コンタクトプラグ３５の材料は、導電性
と反射性を有していれば特に限定はない。電極３２、コンタクトプラグ３３、電極３４及
びコンタクトプラグ３５の材料は、例えば、前述した電極２５の材料と同様とすることが
できる。
　絶縁部３１は絶縁性と透明性を有していれば特に限定はない。電極３２と透明電極２２
ａの間、電極３４と透明電極２２ｂの間に設けられている。
　絶縁部３１の材料は、例えば、酸化シリコンなどとすることができる。
【００８９】
　本実施の形態においては、第４の実施の形態と同様に、電極３２、コンタクトプラグ３
３、電極３４、コンタクトプラグ３５が、表示装置１ｄの視認がされにくい側（表示側の
反対側）にあるため、透明性を有する材料からこれらを形成する必要がない。そのため、
例えば、電極３２、コンタクトプラグ３３、電極３４、コンタクトプラグ３５を、インジ
ウム錫酸化物などよりも電気抵抗の低いアルミニウムなどの金属などから形成することが
可能となる。電極３２、コンタクトプラグ３３、電極３４およびコンタクトプラグ３５を
、アルミニウムなどの金属などから形成すれば、電位降下を抑制することができるので、
各領域部間における輝度のバラツキなどを抑制することができる。本実施例においては、
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電極３２、コンタクトプラグ３３、電極３４、コンタクトプラグ３５および絶縁部３１は
有機発光層２４ｃより先に作製されるので、真空蒸着法以外の方法で作製することができ
る。そのため、表示装置１ｄの作製が容易になる。
【００９０】
　本実施の形態と第４の実施の形態の違いは、第７パネル部２６ｆの光の出射方向が基板
２１と逆方向になっていることである。これは陰極側を透明電極４１とし、陽極側を透明
電極２２と反射性を有する電極３２としたことによる。このように光の出射方向を基板側
とは逆の方向にした構造はトップエミッション構造と呼ばれている。
　なお、表示装置１ｄの作用は、図７において例示をした表示装置１ｃと同様とすること
ができる。
【００９１】
　以上、実施の形態について例示をした。しかし、本発明はこれらの記述に限定されるも
のではない。　
　例えば、表示させる画像は、図１（ｂ）、（ｃ）に例示をしたものに限定されるわけで
はない。　
　図９（ａ）～（ｈ）は、他の実施形態に係る画像を例示するための模式図である。　
　図９（ａ）～（ｈ）に示すような種々の画像を表示するものとすることができる。　
　なお、以上に例示をした画像は、一例でありこれらに限定されるわけではない。　
　画像は、表示装置の用途などに応じて適宜変更することができる。　
　また、白色の光の合成は、緑色の光と赤色の光の組み合わせに限定されない。要求され
る緑色の光と白色の光の色度によっては、緑色の光を緑の光と青の光の混合色の光とする
こともできる。　
　また、発光色は、白色、緑色、赤色に限定されるわけではなく、表示装置の用途などに
応じて適宜変更することができる。なお、発光色は、発光ドーパントの種類、複数種類の
発光ドーパントの組合せ、複数種類の発光ドーパントの添加比率などにより変化させるこ
とができる。　
　また、本発明の実施形態に係る表示装置の用途は、避難誘導灯に限定されるわけではな
い。予め定められた画像を表示する表示装置に広く用いることができる。
　さらには、上述した複数の表示部２と、これら表示部２に画像を選択的に表示させる制
御部３と、により表示システム１００を形成することができる。　
　図１０は、表示システム１００を例示するための模式図である。　
　制御部３により制御される各表示部２は、それぞれ同じ画像を表示しても良いし、異な
る画像を表示しても良い。
【００９２】
　以上、本発明のいくつかの実施形態を例示したが、これらの実施形態は、例として提示
したものであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は
、その他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、
種々の省略、置き換え、変更などを行うことができる。これら実施形態やその変形例は、
発明の範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範
囲に含まれる。また、前述の各実施形態は、相互に組み合わせて実施することができる。
【符号の説明】
【００９３】
　１　表示装置、１ａ～１ｄ　表示装置、２　表示部、３　制御部、１１　セグメント、
１１ａ～１１ｃ　領域部、１２　セグメント、１２a～１２ｉ　領域部、１３　セグメン
ト、１３ａ～１３ｉ　領域部、１４　セグメント、１４ａ～１４ｃ　領域部、１５　領域
部、１５ａ～１５ｃ　領域部、１６　領域部、１６ａ～１６ｃ　領域部、領域部、２１　
基板、２２ａ　透明電極、２２ｂ　透明電極、２３　絶縁部、２４ａ～２４ｃ　有機発光
層、２５　電極、２５ａ　電極、２５ｂ　電極、２６ａ　第１パネル部、２６ｂ　第２パ
ネル部、２６ｃ　第３パネル部、２６ｄ　第４パネル部、２６ｅ　第５パネル部、２７　
透明配線、２８　透明配線、２９　コンタクトプラグ、３０　コンタクトプラグ、３１　
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絶縁部、３２　電極、３３　コンタクトプラグ、３４　電極、３５　コンタクトプラグ、
４１　透明電極、４２　透明電極、４３ａ　電極、４３ｂ　電極、１００　表示システム
、１１０　発光部、１２０　発光部、１３０　発光部、１５０　発光部、１６０　発光部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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